
第 ４ 回 分 科 会

令和５年３月３日

プラットフォーム第４回分科会（R5.３.３）



本 日 の 次 第 （ 案 ）

プラットフォーム第４回分科会（R5.３.３）

1 過去分科会での質疑応答

〇建築ファサード燃えひろがり抑制研究会について（日本外断熱協会）

2 今年度振り返りと次年度の進め方 ＊オープンミーティング

３ 都の補助金紹介

〇「建築物環境報告書制度」周知パンフレット紹介（環境局）

３ 事務局からの連絡
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１ 過去分科会での質疑応答

テーマ 講師

〇 建築ファサード燃えひろがり抑制研究会について ＮＰＯ法人 日本外断熱協会

プラットフォーム第４回分科会（R5.３.３）
2



ＮＰＯ法人 日本外断熱協会

別紙１

会員団体
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２ 今年度の振り返りと次年度の進め方（主に分科会）

＜今年度の分科会＞
・団体ヒアリングの結果からテーマ選定して勉強会的に開催

＜次年度の活動方針案＞
・省エネ・再エネ住宅の普及に関わるテーマについて意見交換など
・対面方式（ＷＥＢも併用）
・内容：補助金の使い勝手（事業者の声）、集合住宅特有の課題など

→分科会の内容を連絡協議会にフィードバック

事務局

プラットフォーム第４回分科会（R5.３.３）

 ご意見（事前受領分） ＊当日共有します
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２ 今年度の振り返りと次年度の進め方（主に分科会） 事務局

プラットフォーム第４回分科会（R5.３.３）

分科会についてのご意見（事前受領分）
分科会のテーマ、普及促進策、団体交流についてご意見いただきました

①分科会のテーマについて
①－１省エネ・再エネ住宅普及についての課題整理
・今年度の分科会は、各団体が包含した説明をいただき参考になる部分もあった。
・次年度の分科会については戸建てと集合住宅、新築と既存と、それぞれの分野での課題抽出と
その対策についてもう一歩踏み込んだ協議につなげる。

①－２木材利用によるCO2削減（「木」はCO2吸収と固定する素材）
東京都がかかげる2030年カーボンハーフ、また政府発信の2050年カーボンニュートラルに向けての案
・木材利用を拡大することによって、森林において「伐って、使って、植える」という循環利用を確立し、
森林の若返りを進めていく必要がある。

・木の良さ（調湿、断熱性や衝撃に対する安全性、健康に良い、目にやさしく、音をまろやかにする他）
①－３安全性（耐震性）も満足している補助事業普及の取組み
・補助金にばかり目が行って、窓改修や太陽光発電設置による建物の耐震性についておざなりになる懸念
◇知識不足の懸念→建物の重量化に伴う構造上のリスクへの認識が足りず、リスクとして実感できない

例えば：耐震診断は面倒、耐震改修はもっと厄介と、手っ取り早く内窓改修だけで済まそうとする
◇目先の利益優先の懸念→建物の構造に関する知識の有無以前に、補助金による受注拡大の追求を優先

・解析ソフトでのケーススタディ（シミュレーション）実施とその勉強会の開催、ＨＰ等での情報共有

→①対応案：次年度分科会テーマとしてリストアップし継続検討
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２ 今年度の振り返りと次年度の進め方（主に分科会） 事務局

プラットフォーム第４回分科会（R5.３.３）

②普及促進策について
②－１事業者の実態
・住まい手等への環境性能の説明が大変重要だと考えるが、建築物の形態や説明する相手方も様々で
説明項目も断熱、省エネ、再エネ、充電設備など多岐にわたり事業者への負担も大きい

②－２事業者による消費者向け普及促進ツール検討
・プラットフォームで事業者が共通で使える「説明フォーマット作成」への取組み

②－３効果的な広報（コンテンツやツール）についての検討
・参加団体において様々取り組まれている普及広報施策について、コンテンツや広報ツール等を整理し、
プラットフォームとして効果的な施策のあり方を検討する。

※東京都の広報ツール等の活用や発信力に期待

→②対応案：プラットフォームとして説明パンフレット（フォーマット含め）を作成検討
【参考】既成パンフレット省エネ・再エネ住宅のすすめ、太陽光発電設置解体新書 など別紙参照
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２ 今年度の振り返りと次年度の進め方（主に分科会） 事務局

プラットフォーム第４回分科会（R5.３.３）

②普及促進策について
【参考】既成パンフレット省エネ・再エネ住宅のすすめ、太陽光発電設置解体新書 など別紙参照
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２ 今年度の振り返りと次年度の進め方（主に分科会） 事務局

プラットフォーム第４回分科会（R5.３.３）

③団体交流について
③－１団体間交流の機会検討
・建築業界を川上から川下、横断的に関わる団体がこれだけ参加するプラットフォームは珍しい。
この機会を利用し、団体同士の連携を深める場面や機会を設定してほしい。

→③対応案：第１回連絡協議会を集合で開催予定
・場所：都庁第一庁舎５階 大会議場（５００名）
・日時：５月１２日（金）もしくは１９日（金）の午後
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「建築物環境報告書制度」周知パンフレット

別紙２

環境局
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令和５年
４月～６月 ７月～９月 １０～１２月

令和６年
１月～３月

会議体

主な
活動
内容

事務局からの連絡

〇 第４回分科会：本日開催
〇 メルマガ外部配信サービスのご案内

「まぐまぐ」サイトで当該メルマガに申し込むと直接配信可能です

〇 令和5年度プラットフォームイベントスケジュール（案）
目的：ルーチン的に皆さま方との事前スケジュール調整、各都議会前後に定例化

●（第3回）

連絡協議会
●（第4回）

連絡協議会
●（第1回）

連絡協議会
●（第2回）

連絡協議会

事務局

冬季の省エネ 普及啓発

各団体：普及啓発、相談窓口の設置、技術力向上に関する取組

ホームページ更新・メルマガ配信

夏季の省エネ 普及啓発
プラットフォーム第４回分科会（R5.３.３）

◎2/15~3/24◎12/1~15◎6/1~15＊想定都議会日程→ ◎9/20~10/7

5/12(or19) 9/1(or8) 11/10(or17) 1/26(or2/2)
●（第1回）

分科会
●（第2回）

分科会
●（第3回）

分科会
●（第4回）

分科会

https://www.mag2.com/m/0001696702
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